

































ンターンシッププログラムにより、2019 年 10 月 1 日から 11 月 30 日までの期間、UC Davis
において研修を行った。原則として毎年交互に 1 名の職員をインターンとして相手大学に

























 以下、具体的な研修内容について UC Davis とその他の機関に分けて章立てし、研修成果
の活用方法・フィードバックについては第 4 章にまとめて記述した。 
 






10 月 1 日 
出国、現地到着 
 
10 月 2 日 
 
 
UC Davis の Peter J. Shields Library にて研修開始 
Michael Ladisch (Scholarly Communications Officer) 
 









UC Davis Global Affairs 訪問 
https://globalaffairs.ucdavis.edu/ 
Aspen Felt (Study Abroad Program Coordinator and Advisor) 
Karen Beardsley (Director, Global Professional Programs) 
Jennie Konsella-Norene (Assistant Director, Global Professional 
Programs) 
Wesley Young (Director, Services for International Students and 
Scholars) 
 





UC Davis Global Affairs 訪問 
Fadi Fathallah (Associate Vice Provost of Global Education and 
Services) 
Jim Rix (Chief of Staff) 
 
                                                  
4 報告書本文の内容は、全て調査時（2019 年 10～11 月）のものである。 
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10 月 18 日 
 
 
Access and Delivery Services 部門担当者とのミーティング 
Robin Gustafson (Access Services Department Head) 
 








University of the Pacific への訪問調査 
https://www.pacific.edu/ 
Michael Wurtz (Assistant Professor, Head of Special Collections) 
Jeremy Hanlon (Innovation Spaces Coordinator) 
Michele Gibney (Head of Publishing and Scholarship Support) 
Veronica Wells (Associate Professor, Head of Library Research 
and Learning Services) 
 
10 月 29 日 
 
 
Content Support Services 部門担当者とのミーティング 
Xiaoli Li (Department Head) 
 




Archives and Special Collections 部門担当者とのミーティング 
Kevin Miller (Interim Head of Special Collections & University 
Archivist) 
 
11 月 6 日 
 
 
Collection Strategies 部門担当者とのミーティング 
Bob Heyer-Gray (Head, Collection Strategies) 
 















California State University, Sacramento への訪問調査 
https://www.csus.edu/ 
Daina Dickman (Scholarly Communication Librarian, Collection 
Management Services) 
Suzanna Conrad (Associate Dean for Digital Technologies & 
Resource Management, Library Administration) 
David Gibbs (Head, Collection Management Services, Collection 
Management Services) 
Elyse Fox (Library Services Specialist III, Collection 
Management Services) 
Erik Beck (Head, Library Systems & Information Technology 
Services, Library Systems & Information Technology Services) 












Beth Callahan (Associate University Librarian Research and 
Learning) 
Michael Ladisch (Scholarly Communications Officer) 
Jennie Konsella-Norene (Assistant Director, Global Professional 
Programs) 
 















California Digital Library への訪問調査 
https://cdlib.org/ 
Alainna Therese Wrigley (Publication Management System 
Manager, Publishing and Special Collections) 
Catherine Mitchel (Director, Publishing and Special Collections) 
Rachel Lee (Publications Manager, Publishing and Special 
Collections) 
 
UC Berkeley への訪問調査 
https://www.berkeley.edu/ 
Rachael G. Samberg (Scholarly Communication Officer, Scholarly 
Communications) 
Timothy Vollmer (Scholarly Communication and Copyright 
Librarian, Scholarly Communications) 
 
11 月 27 日 
 
最終レポート提出、研修終了 












※なお、色を塗った箇所は UC Davis Library での研修内容である。 
 
1.3. 研修期間中の諸活動 
① UC Davis におけるオープンアクセス及びオープンサイエンスに向けた取り組みに関
する調査（各種ミーティングへの参加、インタビュー、ウェブ等での情報収集） 
② UC Davis Library の各部門の業務に関するインタビュー調査 
5 
③ 近郊の他機関への訪問調査 





 UC Davis は、カリフォルニア州デービス市の中心にある州立大学で、カリフォルニア大
学（University of California：UC）の 10 キャンパスのうちの一つである。学生数は約 38,000
人（大学院生等を含む）、102 の学科と 101 の学位プログラムがある5。元々は UC Berkeley
の農業学校として設立され、現在でも農学や獣医学は全米でトップレベルである。 
 UC Davis には主な図書館が 4 つあり、全体での年間の利用者数は 166 万人以上、コレク
ション数は 1,000 万件以上である6。私はその中でも、キャンパスの中心に位置する Peter 
J. Shields Library7を拠点とし、Scholarly Communications Officer の Michael Ladisch 氏






2.1.1. Scholarly Communications Officer の業務の概要 
 UC には Office of Scholarly Communication8という組織があり、オープンデータ及びオ
ープンアクセスの推進はその主な活動の一つである。Michael Ladisch 氏は、UC Davis の
Scholarly Communications Officer としてこの組織に所属しており、他にも UC の各キャ
ンパスや California Digital Library 等から 15 名が参加している。 

















Ladisch 氏より、オープンアクセスに関する UC と出版社との契約状況について伺った。
UC が 2019 年にケンブリッジ大学出版局（Cambridge University Press：CUP）と契約を
交わしたことで、UC の構成員は、多くの CUP の学術誌に無料でアクセスしたり、研究成




Unpaywall や ILL は有効な手段だと思うが、論文にアクセスするまでに必要な手順が多く、
研究者は面倒に感じているのかもしれないと仰っていた。なお、UC Davis Library では、











(i) 研究者が Open Access Fund Application12に論文等の情報を入力して申請すると、UC 
Davis の図書館員にメールが届く。 
(ii) Scholarly Communications Officer は、DOAJ13等を利用し、その論文がオープンアク
セスジャーナルに投稿されたものかどうか調査する。 
(iii) オープンアクセスジャーナルであることが判明したら、研究者に Acceptance Letter の
送付を依頼する。 
(iv) 職員専用サイト内のリストに申請情報を追加する。財務部門とも連携して処理を行う














研究者はこの基金を何度でも利用することができる。ただし、申請は 1 つの論文につき 1
回限りで、例えば同じ論文に対して 2 名の共著者が別々に申請するといったことは認めら
れない。昨年度は、年間で 2 万ドル以上を助成金として使用したとのことである。 






























とのことで、研修中は私も一緒に受講した。私が視聴したウェビナーは以下の 3 つである。 
 
 CopyTalk Webinar: A Creative and Poetic Approach to Creative Commons Copyright 
License Education18 
 Copyright Law and the Public Domain19 






 また、coursera の Copyright for Educators & Librarians21というコースも受講した。
coursera は様々なオンライン講義を提供しているウェブサイトである。誰でも無料で登録
でき、講義の字幕も閲覧可能である。本コースは、アメリカの Duke University22、Emory 


























ていると Copyright for Educators & Librarians の講師が仰っていたのが印象的だった。 
 
2.2. 図書館の各部門の業務 
本研修では、UC Davis Library の Access and Delivery Services 部門、Content Support 




2.2.1. Access and Delivery Services（ADS）部門 
部門のトップである Robin Gustafson 氏より、業務の概要について話を伺った。ADS 部
門は、主に図書の貸出・返却、ILL、建物や学習スペースの管理、セキュリティに関わる部
門である。Peter J. Shields Library の入り口付近にある、教員著作や新着図書、政府資料
の展示コーナーの管理も行っている。 
 ADS 部門には 20 数名の職員がおり、学生スタッフは 70～80 名ほどである。学生スタッ











もある）。Course Reserves の資料や DVD 等は ADS 部門の事務室に保管してあり、誰でも
簡単に持ち出すことができないようになっている。canvas は読書リストや電子教材、
Course Reserves は主に紙媒体の教材を提供しているという点で違いがある。 
他の図書館と共同で行っているサービスとしては、24/7 Chat29が挙げられる。24 時間、
毎日いつでも図書館員に質問することができるというものである。また、UC Davis の生徒









は、申請すれば California State University, Sacramento や Stanford University の図書館
も利用することができる。 
 また、障害者に対しては、コピーやスキャンに関する支援、特別な機械やソフトウェアを







2.2.2. Content Support Services 部門 
部門のトップである Xiaoli Li 氏より、業務の概要について話を伺った。この部門は、
Metadata Creation ユニット、Digital & Archival Metadata ユニット、Collection 
Maintenance ユニット、Acquisitions & Licensing ユニットの 4 つに分かれており、職員
が約 25 名、学生スタッフが約 12～15 名、合わせて約 40 名程度が所属している。 





テムとしては Primo34や Alma を利用しているとのことである。Collection Maintenance ユ
ニットは図書の配置換えや製本、修理、Acquisitions & Licensing ユニットはコンテンツに
関する交渉やライセンス付与を主に担当している。 
 購入する図書の決定については、Subject Specialist Librarians 及び Collections 
Strategies 部門の職員が行っている。紙媒体の資料以外にも、CD や DVD、地図等の資料
を受け入れている。CD の受け入れは徐々に減少しているが、UC Davis にある図書館の一
つである Blaisdell Medical Library35では、Peter J. Shields Library よりもオーディオ系
の教材の需要が高いなど、図書館によって状況は異なるとのことである。購入費用の管理等
の会計業務は別の部署が行っている。ただし、電子リソースについては UC 全体でまとめ












2.2.3. Archives and Special Collections37部門 
2.2.3.1. スペシャルコレクションの概要 
 部門のトップである Kevin Miller 氏より、UC Davis が所蔵しているスペシャルコレク





閲覧室の開室時間は 10:00～17:00 で、6～7 名のスタッフがいる。学内外問わず誰でも利




デジタル化されている資料も多く、UC Davis Library Digital Collections39や Online 
Archive of California40から閲覧することができる。Miller 氏は、デジタル化の際には著作





















2.2.3.2. The Michael and Margaret B. Harrison Western Research Center Collection41 
 私のデスクの置かれていた Content Support Services 部門の職員を対象に、Harrison 氏
のコレクションに関するツアーが企画されており、私も参加することができた。参加者は私
の他に 3 名おり、Special Collections Assistant の Jenny Hodge 氏と Public Services 
Specialist の Sara Gunasekara 氏より話を伺った。 
このコレクションは、80 年以上にわたって収集された、ミシシッピ西部の歴史に関する
資料である。Harrison 氏によって UC Davis に寄贈され、現在は Archives and Special 
Collections 部門が管理している。 











2.2.4. Collection Strategies 部門 





る。電子リソースについては UC 全体で共有しているため、UC Davis の構成員から電子リ
ソース関連の質問が寄せられたときに、適切な人物へつなぐ役割も担っている。Stanford 
University 等と協力し、シェアードプリントも実施している。 
Heyer-Gray 氏は、図書館資料の潜在的なユーザーは 5,000 人程度いると考えているよう
だった。例えば、電子リソースのロングタイムトライアルを行うと、教員もそれを授業で活
用することができるなど、利用の幅が広がるのではないかという話もされていた。 
 また、他部署との連携について、UC Davis 内では、主に Content Support Services 部門
や Archives and Special Collections 部門、APC 助成関連では Scholarly Communications
との関わりが多いとのことだった。UC の他キャンパスの担当者と話をすることもあるが、









 本研修では、1 週間までの期間を目安として、UC Davis の近郊の機関への訪問調査を行
うことが認められていた。私は Michael Ladisch 氏と相談の上、University of the Pacific、




3.1. University of the Pacific：パシフィック大学（UOP）42 
 UOP は、1851 年に創立されたカリフォルニア州の総合私立大学で、メインとなるストッ
クトン以外に、サクラメントやサンフランシスコにもキャンパスを持っている。学生数は約
6,400 人で、80 以上の学科と 30 以上の学位プログラムがある。音楽系の学科があり、ジャ
ズピアニストの Dave Brubeck が卒業生であることでも知られる。赤煉瓦の建築物が大変
美しく、図書館も大規模な改修を重ねている最中とのことで、館内は現代的で洗練されてい
る印象であった。 
















                                                  
42 https://www.pacific.edu/（最終アクセス：2020/02/07） 
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3.1.3. Scholarly Commons44 
Head of Publishing and Scholarship Support の Michele Gibney 氏より、UOP の機関
リポジトリである Scholarly Commons について話を伺った。Scholarly Commons は、図
書館をキャンパスのサービスの中心とし利用者を増加させること、また学内外の人々に対
して大学の研究内容等を発信することを目的として、Office of the Provost45を通じて 2016
年 11 月に設立された。 
 
3.1.3.1. システム 
 Scholarly Commons では、bepress46というホスティングシステムを採用している。














Scholarly Commons アカウント（＝bepress アカウント）は誰でも作成可能である。ア
カウントを作成すると、アカウントページやリポジトリのフォロー機能を使用することが














リポジトリを担当しているのは図書館の Digital Initiatives 部門である。ただし、担当者



























































Office of the Provost は、Scholarly Commons 設立後も、初年度の資金を獲得し、リポジ
トリ担当者を雇用するなど、多くの面で支援を行っていた。現在も、リポジトリ運営資金は
Office of the Provost 及び図書館から得ているとのことである。大学院や Office of Research 
and Sponsored Programs51、Center for Teaching and Learning52等、図書館外の部署とも










 Head of Library Research and Learning Services である Veronica Wells 氏より、主に
情報リテラシー教育について話を伺った。Wells 氏は教育に焦点を当てたチームの一員であ
り、Collection Development にも関わっている。また、Associate Professor として論文執
筆やプロジェクトの実施も行っており、1 年ほど前には、専門分野である音楽に関する辞書




分野について学んでいる 1～2 年生向けに Wells 氏が開催したワークショップは、それぞれ












3.1.4.2. Information Literacy Assessment53 







3.2. California State University, Sacramento：カリフォルニア州立大学サクラメント校





 1947 年に創立された CSUS は、カリフォルニア州の州都サクラメントに位置する大学で
ある。州全土に 23 のキャンパスを持つカリフォルニア州立大学（California State 
University：CSU）のうちの 1 校で、教育に力を入れていることで有名である。約 60 の学
部、40 以上の修士プログラム、2 つの博士プログラムを提供している。 
 図書館は緑を基調とした落ち着いたデザインで、誰でも無料で使える携帯充電ロッカー
や、文房具を販売している自動販売機が館内に設置されていた。今回の訪問では、主に
Scholarly Communication や Collection Management Services、Technology Services に
関わる 5 名の方々にお会いすることができた。 
 
3.2.1. Scholarly Communications 




また、学内の部署である The Office of Research, Innovation & Economic Development56
とも連携を取っている。図書館のスタッフミーティングに参加してもらい、機関リポジトリ
やデータ管理計画（DMP）、APC について議論することもある。 
 Office of Graduate Studies57との連携や、ハゲタカジャーナルに関する取り組みも行っ
ている。例えば、英語が母語ではない学生は、英文ジャーナルに論文を投稿する代わりに試
験を免除できるというオプションがあるが、中には、ハゲタカジャーナルに論文を投稿して
しまう学生もいる。そのため、Office of Graduate Studies から図書館に、ハゲタカジャー
ナルに関する質問がときどき寄せられている。今までに約 10 件の質問が寄せられていると
のことである。 




Collection Management Services 及び機関リポジトリに関わる Elyse Fox 氏らより、話
を伺った。CSUS の機関リポジトリである ScholarWorks には、学位論文やポスター、学生


















パスの Scholarly Communication Librarian 等が参加したとのことであった。 
 
3.2.3. Health Sciences Librarian 
Health Sciences Librarian の Rachel Keiko Stark 氏より、経歴や業務内容について話を
伺った。Stark 氏は CSUS で 3 年ほど働いており、それ以前は Hospital Librarian だった。
健康科学については、Hospital Librarian としてのバックグラウンドはあったものの、








3.3. California Digital Library：カリフォルニア電子図書館（CDL）59 
 CDL は、1997 年に UC によって設立された組織である。UC Library と連携し、UC の
膨大なコレクションと利用者をつなぐ、システムの開発や管理を行っている。UC の機関リ
ポジトリである eScholarship Repository60も CDL が管理している。また、国際的なデータ
リポジトリである Dryad61とも連携して研究データ管理を推進している。 
 CDL はオークランドのビルの一角にあり、こぢんまりとした雰囲気のオフィスであった。
今回の訪問では、Publishing and Special Collections 部門の Alainna Therese Wrigley 氏、
Catherine Mitchel 氏、Rachel Lee 氏にインタビューを行った。 
 





3.3.1. eScholarship 及びオープンアクセスポリシー62 
 eScholarship は、UC のオープンアクセスリポジトリ及び学術出版のプラットフォーム
として、eScholarship Repository 及び eScholarship Publishing のサービスを提供してい
る。 
 UC のオープンアクセスポリシーは、2012 年に UC San Francisco で採択され、その後








3.3.2. eScholarship Repository 




eScholarship Repository で公開されており、論文だけで約 203,000 件、全体で約 243,000
件が登録されている。 





3.3.3. eScholarship Publishing 
 eScholarship は、UC 関連の様々な研究成果をオープンアクセスで出版するためのプロ
グラムを提供している。編集及び査読システム等の出版ツール、専門的なサポート、コンサ
ルティングサービスもその一部であり、それらは UC の研究者に無料で提供されている。
現在、出版は eScholarship Repository での PDF 公開に限定されているが、必要に応じて
プリントオンデマンドサービスも利用することが可能である。 
 カリフォルニア大学出版局（University of California Press：UC Press）63は別組織であ
るものの、しばしば連携を取っている。UC Press にはオープンアクセスのジャーナルもあ







eScholarship は UC Press と異なり、Editorial Board は持っていない。 





3.4. UC Berkeley：カリフォルニア大学バークレー校65 
 UC Berkeley は、1868 年に設立されたカリフォルニア州バークレーに本部を置く州立大
学である。UC の 10 キャンパスのうち、最も歴史の古い大学である。約 30,000 人の学部生
と約 12,000 人の大学院生が在籍し、350 以上の学位プログラムがある。文武両道の大学で
あることでも知られ、多くのノーベル賞受賞者やオリンピックのメダリストを輩出してい
る。 
 UC Berkeley には 24 の図書館がある。私はその中でも、キャンパスの中心に位置する
Doe Memorial Library66を訪ね、Scholarly Communications 部門の Rachael Samberg 氏、
Timothy Vollmer 氏にインタビューを行った。 
 
3.4.1. Scholarly Communications 部門の概要 











Digital Lifecycle Program Steering Committee67にも関わっており、コレクションのデ
ジタル化及びオンラインでの利用、著作権、プライバシーに関する問題を担当している。







Teaching and Learning68や Berkeley Educational Technology Services69とも連携してい
る。業務に関する相談の場としては、About the University Information Policy Office（UIPO）
70も活用している。申し込みをすればメーリングリストに登録され、他の人々とつながるこ
とができる。 
 UC Davis との違いについて尋ねたところ、教員というよりも、学部生やポスドクも含め
た研究者に焦点を当てたサービスを行っていることが挙げられた。また、オープンアクセス
基金について、UC Berkeley には TOME Fund はないが、他のもので代用しているとのこ
とであった。一方 Ladisch 氏は、UC Davis では部門に自分 1 人しかおらず、オフィスも他
の部門と離れているため、他の図書館員と気軽にコミュニケーションをとることができな










4.1. UC Davis における Scholarly Communications Officer の業務 
























機関リポジトリについては、UC の eScholarship Repository、UOP の Scholarly 










Davis の Data Management Program71担当者とのミーティングが実現せず、UC でのデー
タ管理サービスや Dryad に関する詳しい話を伺えなかったのは大変残念だった。 
 
4.3. 組織及び人員体制 


































最後に、私をあたたかく迎えてくださった Peter J. Shields Library 及び Global Affairs
の皆様、娘のように扱ってくれたホームステイ先のご家族、日本に興味を持ち仲良くして
くれた UC Davis の学生たち、研修を通して支えてくださった国際交流課及び附属図書館
の皆様には、心より御礼申し上げる。 
